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平成 13年度決算額

総　 事　 業　 費　 42，050，545 円

国 庫 補 助 金　 2 1，025，000 円

県　 補　 助　 金　　 7，000，000 円

市　　　　　 費　 14，025，545 円

事業内容及び執行額

・墳丘復元工事委託費　　　　 39，225，900円

・復元工事設計監理委託費　 1，337，915円

・発掘調査経費　　　　　　　 1，155，96 1円

・調査整備委員会経費　　　　 171，640円

・事務経費　　　　　　　　　　 119，129円

⑥出土遺物

ガラス玉と管玉　第2主体部で確認できた遺物には、粘土床粘土内から出土したガラス小玉と極細の

碧玉製管玉と鉄剣の破片、土師器片がある。ガラス小玉と極細の碧玉製管玉は副葬品というより祭祀

遣物としての性格が強いと思われる。

ガラス玉は確認されただけで213点（うち5点は破損）、直径は3．2～4．5mm、幅は2．2～4．0mm、孔の

径は1．0～1．5mmである。孔のある面は両面共に製作後研磨し平にしている。色は青から水色、やや緑

がかったものも含まれ、小さな気泡を含む。管玉は15点。直径は1．8～2．3mm、長さは4．5～9．5mm、孔

の径は0．7～1．0mm程の極細の碧玉製管玉である。色は暗緑色のものと緑灰色のものがある。同様の極

細管玉は新潟県蔵王遺跡を中心に日本海沿岸部に分布するようであるが、この地域では初めての出土

である。

第95図第2主体部粘土床内から出土した玉類（原寸大）
糸で繋いでいない5点の玉は石室最下層石材間からの出土

剣は確認できた唯一の副葬品である。破片が2点（うち1点は茎か？）出土した。剣は短く、身の

下方に木部の付着痕があり柄の形状を示すものと思われる。
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第96図第2主体部出土鉄剣

土師器墳丘の調査中に多量の土師器片が出土している0墳丘周辺で出土したものはその殆どが広口

の壷形土器で、口部の直径は26～30mm、皆良く似た形態を呈している0底部には焼成後の穿孔が認

められるものがあるが、体部の器壁は薄く、完全な形に復元できたものは無い0墳丘周辺で出土した

土器はロ綾部の特徴などから多少の時期差があるようであ。、二基の主体部への埋葬の時期差や、墓

前祭祀等に伴い追加された可能性が考えられる0

大半の壷形土器はその出土状況から見て、後円部一段目のテラス上に等間隔に並べられていたよう

である。前方部でも中段列石付近に並べられていたようであるが、前方部の先端に近づく程出土量が

希薄になり、前方部先端部ではわずかな破片しか出土していない0

くびれ部での出土量が最も多いが、ここでは後円部テラス上のものと前方部中段付近に置かれてい

たもの以外に、後円部との接合部付近の前方部墳頂部の配石遺構上に置かれていた土器が転落したも

のが含まれる可能性が高い。

第2主体部解体作業中に石室内やその周辺からも土師器片が出土しているが、その出土状況から墳

丘上に置かれていたもののようである0ここでは小型の嚢や長頭重が出土している0壷形土器も出土

しているが、墳丘周辺部のものより小型である0

構築当初は墳丘の縁辺部に赤色顔料で赤く塗布された壷形土器が並べられていたようである0埴輪

祭祀が定型化しつつある状況を示していると思われるが、いずれの場所でも原位置を留めているもの

は全く確認できていない。

野田院古墳の土器の実測や分析については、香川県埋蔵文化財センター蔵本晋司氏にご協力いただ

き、原稿も頂戴したので次に掲載した。
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野獅院番囁濃堕蹴丑魁疫丑器魔竃齢竃

香川県埋蔵文化財センター　蔵本晋司

今回の調査によっ竃鵬激した並器は摘　ヨンテナで醐箱と満　開箇埴輪導束以前の県内の他の前期苗

場と比較して淘　その鵬並立器は多義の部類に属する。したがってず戊での資料につ齢で詳細な観察が

‾漫たわ緒ではな　淘　今後遺物の整理が進めばなお変更の余地を認める。また土器片の太宰は破砕』

等お凱　現状で完形に復元された丑器はな　海　食体形状は不詳である。芸のような制約下ではあるが淘

実見を許された範囲内で鵬丑』た丑器の概要藍問題藍を以…翻芸まとめた齢。

蛙随漉器は墳應磯部よ　鵬漉払渡広田壷類と領　主に埋葬施設周辺よ　鵬漉したダ湧形丑器類がある。

∠蟻藍を図示♭たが淘　芸酌はもちろん出走』た圭器のす機管等はな齢。図嘉した漉器の詳細な出丑位置

第紺臓園譲　は淘　墳踵各部の墟裾及び第二義休部周辺に集中する。

広相姦は海　田綾部錮敷　底部敢藍を図嘉』た。頸基部よ　緩やかに外版』等太き　開　描線部形態

の広相姦諷　臓命綱　と淘　外傾』等立ち上がる頭部濃　縮　屈曲』等開　形態の広相姦迅　拍⑳　′甑

臓⑳別‰鍼　に光跡される。両者藍も淘　Ⅲ頭部の成形に擬頚部分割成形手法　蔵本　中間西井坪遺跡

番mm丑丑器につ齢竃」中間西井坪遺跡Ⅲ　番射風教潜委員会摘鍋　が採用されるなだ淘　齢わゆる

束掴困霧土器群に属する広闘壷である。図嘉した丑器では量的に後者が優位であ　淘　芸の傾翻意おそ

ら　今後の遺物の整理後でも変更はな齢と考える。広田還流は淘　さぬき商剋井古墳や国分寺町衆ツ日

露墟な芝主に厳讃及び阿波にお齢等鞠　苗壇や集落遺跡よ　』ばしぼ鵬漉ずる。…藩広闘壷Bは淘　庄内

併紺期以降の丸亀平野の集落遺跡にみられる形態習淘　野田院古墳田並土器の中では唯M…止の産地系譜の

壷と位置紺柑られる。両者の出土義比は鴇　這うした系統差を反映』等齢よう。したがって広m壷Bは淘

猟官野馳除数酢プ捌衝軌臨酎高

さ等広m壷は淘　捌径鍼。～鋼の紺鶴　田⑳頭部高。～蓬のcm前後藍淘　焼成時の澄みや実測誤差を考

慮する藍淘　太則される形態差を越え竃淘　サザ譜の規格性が顕著で形態的に安麗し等締る。また淘　胎丑

は齢ずれも石英⑩凝着など藍ともに淘　多義の窯雲母細粒と妙義の幾組ガラ義絶含む特徴的な素地粘土

で淘　禽ま離′る石粉の粒径や耶欄撒以下の中形壷と♭竃は精選された素地粘丑が選択使用されて締る。

間接の胎丑をも顎漑器は淘　善通寺商稲末遺跡な腰で多　出丑』等お　淘　丸亀平野西経部に粘圭採取地

が求められる在地産の丑器と考えられる。また硬質に焼成された製品のみがと馴こ選択されて締るよ

う等ある。休部形状は不詳ながら淘　実見』た破片よ　倒卵形を墨する可能性が南　海　肩部外商には放

射状版複蓋ガキ調整　蔵本上指　を施す個体も確認』た。還れ痘痕相姦は淘　融漉した個体数や形態の

規格性から考え等淘　位置や間隔なだになお検討の余地はあるが淘　墳臆上腕囲続供離されて新た芸と楼

閣適齢な齢。

描線端部の形態には海　上〃翻芸強電引き出』等拡張ずる諷手法膵⑳臓⑳思　⑳臓㊧鍼砂鍼　と淘　上方

が転は強　摘み上げるが…M澱㌔戦の引き出しに弱齢b手法　摘⑳　⑳　⑳臓～臓⑳摘～摘◎錮㊧別命錮⑳
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針　⑳那⑳納れ　上激戦強　摘み上げるのみでm…澱㌔戦まった環馴澄田さな齢¢手法　組～4⑳　⑳摘勅

鍼⑳鯛　の太き環三者が認められ淘　端商戦の波線などの加餅の衛無な藍によ　さらに細分される。ま

た頭部外面の鵜ケ調整は淘　正面陶かっ管左上が　のもの　摘～　⑳　蝉臓◎臓～摘㊧臓　と淘　お張が

のもの　拍　⑳臓勒鋼淘　ヨコオデによ雛　ケを消すもの　拍　車　⑳選　⑳臓⑳膵癖別珍鍼歯数～錮譲

に三分され淘　さらにⅢ線部の屈曲位置や描線都濃などにも若干の個体差を認める。芸のような細部の

欄遠は淘　正風のタセや利き手に由来ずるものと考えられる。』たがって土器胎丑の等質性な歴も考慮

すると淘　野田院古墳出漣広獅壷は淘　限られた少数の工房　主張）による集中生産の可能性が想定され

よう、、，

底Ⅲ壷には海　相頭部に赤色顔料が塗布されたものが認められる。顔料塗彩の有無に顎齢竃は淘　肉眼

と数倍程度の倍率の実体顕微鏡を雁組等観察』た。腕藍　摘　⑳　勝　　助且　⑳臓◎錮⑳鍼珍錮修錮⑳錮譲

の丑器に顎齢等鴇　明瞭に顔料塗彩が認められた。塗彩位置は淘　摘頭部外面を中心に淘　雷電一部描線部

内商にも認められた。休部に顎齢竃は観察数が乏し　判断できな齢。顔料塗彩が確認等きなかった圭

器に顎締竃は淘　摩滅なだによる剥落の可能性も考えられるが淘　比較的顔料の残　やず拍鵜ケな腰の発

癌の溝内にも認められず淘　その太平は元来顔料が塗彩されなかった可能性を想定♭た齢。顎ま凱　囲

続供離された底M義は淘　顔料塗彩の有無によ　二者に区分されるわ緒である。塗彩丑器は淘　後閤部商

～商商機周辺に集中』等出悲し等お　淘　　び酌部から前澱部にか緒竃は出圭』等齢な齢。芸の芸藍は淘

塗彩患器が機の並器藍異なる扱齢を受け竃齢た函能性鴇　等ま　顔料塗彩の有無によ　供献位置が異なっ

て齢た商能健を嘉唆ずるもの藍考える。また淘　塗彩の潜法に笥齢竃隠　避本的に外面にのみ塗布され

て踊る芸藍から淘　焼成後に鵜ケ幌の王輿を使用』等なされた芸藍が考えられる㌶　そし等淘　上述』た二三

房　正風　差藍無関係に塗彩丑器が選択され竃締る芸歴は淘　少な　たも塗彩締為が土器製搾王鬼の二寮

を離れた場所でなされた芸とを意味』等齢よう。なお顔料の素樹に顎齢竃は淘　徳島殿立博物館魚島糸監随

一氏に理化学的な分働優俄儲濫㍉　議瀾攫瀾瀾沌藩議　離洪願報嘲

底部は淘　拍ず且も浅拍動商状を豊ずる平底である。形態や胎丑よ軋　底Ⅲ壷の底部と判断』たが海

上遊覧た獅頭部の形式差に対応させる芸藍はできな齢の　底部周縁の稜は鈍　淘　器壁は薄齢。苗墳㌔象供

離された広田壷に顎齢等胤　かな　最期にわた　平底の底部が残存ずる芸とは以前指摘』た。なお鍋砂

鍋の凱藍に顎齢竃は淘　私見を髪にずるが淘　芸芸では調査担当者の雷に従齢焼成後穿孔藍』等報告ずるの

齢ずれも底部中央よ　やや偏った位置に箋　鍼は径。膵撒程度の淘　鍼は径。馳耶m程度の閤乳をそれぞれ

穿顎。

第二主体部出土の小形土器群には淘　小形蔽Ⅲ義　時～朋　と小形婆　摘離鴇　小形鉢　摘廉　があ　淘

ほかに線刻土器　摘報　が出圭』等締る。朋の小形婆は海　域段裾よ　魁漣』たものだが淘　芸芸に含め等

報告する。菌m壷は淘　鍋と朝が閣一個体の可能性があ　淘　朋は中形品藍なる可能性があるの　外面鵜ケ

調整のみの閑と別海　鵜ケ調整後蓋ガキ調整を加える錮～朝の二者があり淘　少な環とも3個体が供離さ

れて齢た芸とは閣適齢な齢。小形鷺　摘割　は海　新海ゆる布留系鷺である。職の小形婆も淘　産地系譜の

ものではな齢。端部を内上方へ摘み上げる細片の小形鉢　拍釦　は淘　畿内系の丸底鉢の可能性を考えた

8箋
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齢。これら小形土器群の胎丑は淘　若干の個体差を認めるものの広田壷のそれと酷似してお　淘　粘土採

取地が近接ずる可能性がある。つま　鴇　産地系譜の壷と非産地系のプ遅形土器群が同じ工房　王尤招芸

より製搾され、一括して古墳に搬嵐されて締る可能性も想定される。なお粘丑はいずれも粒径。Ⅲ捌

以下の微砂粒を含むのみで海　底相姦のそれとは累な　細かな粘土が使用され淘　焼成良好な楕製品であ

る。〕

以上のように、第二主体部周辺出土の小型土器群は淘　畿内系土器で占められてお　淘　産地系譜の漉

器類が供献されて齢ないことが特徴である。なお鴇　出立丑器はいずれも細片化してお　淘　破砕供献さ

れた可能性も考えられる。また顔料の塗彩は一切認められなかった。

線刻土器片は、長軸。cm、短軸。cmほどの小片で淘　胎圭や調整などから広田壷の体部片と考え

、

ものとなろう。土器は淘　内面に施されたケズ嘗調整を縦位として図嘉した。外面に細い鋭利な王輿に

より淘　教条の交差ずる曲線文様が描かれるが鴇　全体のモチーフに誓約では小片のため判断できな浴。

さて鴇　最後に上述した土器の年代観につ齢で記す。広田壷は淘　微細な個体差を認めるが時期差を反

映するものとは考えな齢。精製品であ　鴇　端部の拡張が太き　また整った形態を維持して折る芸とは淘

布留式でも前半期に遡る特徴と考える。類例は淘　仲村廃寺SH鍼出漉資料　善通寺市教育委員会編

植樹廃寺』摘醐招こ認められ、布留　式併行期に位置付けられよう。主体部周辺などより鵬漉した

小形土器群の年代観も海　これと矛盾しない。

上述したように野田院古墳の供献土器は鴻　墳丘外義には産地系譜の広田壷を囲統供献じ海　老休部周

辺には畿内系の数個体程度の小形土器群を破砕供献じて締る可能性が鴇　等ま　丑器供献の多相性が明

らかとなった。広田壷の押紙供献ほ滝　本地域では高松市鶴尾神社後場壇にはじまる。鶴尾神社4魔境

以降の齢ずれの古墳でも弥生期以来の産地系譜の広田壷を墳段外義戦供献じて締るが淘　囲続行為自体

は産地の弥生墓の伝統にはな締よそ者の儀礼行為である。つま　野田院古墳では、立地原則や積み石

によ　墳丘を構築すること海　老休部の室軸方向や二棺併葬などに産地の伝統的な前方機関墳儀礼様式

を採用する一方で、土器供献儀礼にそうした産地性を払拭させ顎等ある独特の儀礼様式が実現されて

折ると評価できる。本地域の前方後円墳では滝　多数の古墳が共有する上述した　伝統的」とされる儀

礼様式の中に淘　畿内的様相が個別に導嵐されている芸とが明らかにな　つ等ある。本地域の前方後円

墳儀礼の夜　風　畿内的儀礼様式の導嵐の経緯を考える上で淘　野田院古墳の調査は重要な資料となろ

う。）
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善通寺市野獅院霧壇か転蹴丑魁疫遺働魔相磯庖應

赤傲顔料の蛍光Ⅹ線働翫魔慧齢竃

徳島県立博物館　魚島純一

善通寺市所在の野田院古墳から魁漉した遺物に柑着した赤色顔料が閣窪を目的とした蛍光Ⅹ線分析

を行ったのでその結果を報告する。

試料　野田院苗場出立の広田壷破片凱査　組勅鋼帝鍋。凱藍は齢ずれも淘　肉眼の観察で淘　赤色顔料が

柑着』等締る芝とが確認できる。

潜航霧法　蛍光Ⅹ線分析装置を使っ竃試料表面の非破壊定性分析を行新海　試料に含まれる元素の種類

を調璃淘　用締られた赤傲顔料を推測する芸とたした。分析には徳島県立博物館に設置されたテタブ濃

艶ヱネ姫ギ…分散型蛍光Ⅹ線分析装置　野鼠監Ⅹ鵬』を用齢た。測定の条件は次のとお　である。

Ⅹ　線　鸞　　　Mの　　　　　　Ⅹ線驚電圧　：　舗kV

X線鸞電流：。路Å　　　　検　出　器：＄招監畳）

測定時間　…　摘秒　　　　　測定雰囲気　　　太窺

結果磨磯察　分析結果は閉息から図　のとお　である。

凱藍の試料の齢ずれ′の測定部位からも鍼g　水銀）は検出できなかった　図　～鋸。検出された元素

のうち赤色顔料に関連する元素臆断鰹　銑　のみである。

炉鰹は丑壌中にも多　含まれ淘　漉器表面に柑着した土壌はもとよ　鞠　胎丑そのものにも含まれる芸

藍から淘　検捜された汐配のピータがず鴎竃赤色顔料に起因するものとは考えられな齢。ただし観察の

結恩　師ずれの試料も赤色顔料が紺著し等折る芸藍が明らかである芝藍から淘　還れらの遺物に紺着ず

る赤色顔料はFe　鉄　を主成分とずる璃ンガラ　酸化第二級　評鰹の雛　であると推定される。

鍼
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野開院関連遺物　芸の周辺では芸酌までに瓦片や銅翻　翻影　酒のの出丑が知られ竃お　鞠　野田院

跡に関連』た資料と考えられて新たが淘　時期がほっき　た特定できるものは無かった。

浄財の事業に伴齢実施した発掘調査や整備事業の際に淘　墟”臨周辺部から滝野僧院雷壇に伴う丑師器

の圭器片や瓦精強が多数鵬圭♭た。

鯛は　健紀機の須恵器輝蓋淘　機関部南側磯部で鵬丑』た9　朋は臓世紀機の丑師器輝淘　前粛部南東側

槻部から蹴丑』た。鯛は臓健紀機の土師器輝で鞠　前潜部先端の裾部で鵬丑』た。胴は臓世紀機の漑師

器輝淘　後洞部東側磯部で蹴丑』た。湘療計紺護臓世紀機の土師器軌　前方部南東側磯部から出土』た。

鍼は臓世紀後半の窯傲土器の車状椀淘　機関部南側墳臨磯部で鵬圭』藍の

鍼は　健紀の須意器窺淘　前澱部南東側槻部で出渡海　鋼は須意器の義淘　前方部先端の中段柑近習鵬丑

したが時期は特定響き若齢な齢。

芸のように　世紀～臓世紀までの様々な並器が鵬漉したが淘　野田院が機能し始めた時期の特定は灘

しノ言上

前源部の北東側で復元作業に不慮』た石樹採取の際に淘　多義の瓦が軋艇』た。開拓団が芸の地を開

墾』た際に瓦や石を集積』た跡のようであるが淘　芸芝で多義の瓦を採取する芸とができた。瓦は漫世

紀末から臓世紀初頭にか緒等生産されたもの藍考えられるため海　野僧院の最盛期を平安時代頃たみ等

差転義鬼無齢と思われる。詳細は次に解説する。

圭≡≡二二プ　鵬

∈＼＼、＼、、‾‾Wl
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野田院跡の蕊

善通寺市教醇委員会　渡避淳予

採取した瓦は潟　摘　嵐コンテナで；臓箱におよぶ。そのうち丸瓦は摘箱海　事瓦は錮緒であった。搬曝

平瓦ともに軒瓦は虹藍も検出されなかった。芸芸で鵬漉した丸帝平鹿それぞれの特徴を把握し淘　製稚

技法に顎約号検討する。侶

丸瓦はず璃てが行基式である。残存状況の段齢ものを計測すると海　底端商の最澄が摘。cmのもの

と膵やcmのものがあ　淘　少な　とも　顎のザザズに分緒る芸とが出来る。

成形は鴇　凹面に糸切　痕があるものと淘　粘土紐の単位がみえるもの　第摘囲…鋸　があることから淘

粘土板巻きつげ技法⑳粘教組巻き顎緒技法の二通りがあったと考えられる。

凸面は叩き締め　第相関…射　後鴇　板状の立県を横方向に使用し平滑にしてお　淘　凹面は布田が残

る。側面の調整は淘　分割蔵商のままのもの海　戦ラ削　を施すもの淘　芸れ転の後さらに閻南側の側線に

戦ラ肖腑を施し面取　を行なうものの　タザプに分けられる。儀容狭端面の調整は海　戦ラ剛　を行な

うもの、その後さらに四面側の端線を商取　するものの　種類がある。

胎丑は淘　直径。～の施Ⅲの磯を含み淘　非常に粗齢。焼成は淘　須恵質で竪緻なものと滝　焼きが甘駕蔑

灰色で軟質なものがある。

平瓦は淘　破片が太半であるため完形虹査あた　の太ききを推測する芸とは困難であるが鴇　厚みが

のcmとe Cmの少な　とも太小　男のザザ譜はあったと考えられる。

凸面の調整は淘　粗齢縄叩きで斜めに閤弧を描　ように叩齢等締る。関南は鴇　粗齢布目で糸切　の痕

跡がみえる。桶巻稚鋸芸みられる側板の痕跡姥堂　確認できな締。底端も』馴豊狭端面は鞠ラ削　若

し馴豊戦ラ削　饅海　商取　ずるものの他に淘　凹面の布目が続齢等締るものがある　第摘　図…鋼。個

体によっては篭　布目が地面にまで及ぶものも若干認められる。側面は海　戦ラ削　ずるものや戦ラ紗臓

餞海　商取　をずるものの他に段が顎齢等折るものがある　第摘園欄　の

以上のことをふまえ海　事瓦の製作技法の復元を議みた　第摘図。まず淘　①凸型顔の両端に桟を取

り柑ける。②次に粘士魂を板状に凝切　したものを台の魁に乗せ淘　粗齢縄を巻き顎緒た板状の王輿で

叩きしめる。③側面を桟の位置でカブ　ずる　板状の工具で桟からはみ出た部分を切　落とす。⑧

端面の布を持ち上ぼるようにして粘立板を凸型顔からはずす　芸の時淘　布を持ち上げる芸と浩志　海

関南側の側線に圧効がかか　淘　丸みをおぴた形状になるものが多齢の　⑤側面⑳端商を戦ラ削　淘　若

』馴豊へラ肖i摘後面取　をずる　未調整のままで淘　側面に桟の痕跡や布臥　端商に布田が残る個体も

多数有る。胎丑は淘　鬼瓦間接に濠径の～。cmの礫を蔑み淘　非常に粗齢。焼成は淘　須恵鷲で竪緻な

ものと淘　焼きが甘環蔑灰色で軟質なものがある。また2次焼成を受経たのか淘　赤灰色を望ずものが一

部ある。

さて淘　表面採取にも関らず光義の瓦が採取されたと紛う芸と鑑　別の離れた場所から持ち込まれた

錮



①蒔型畠戯止混
桟を取り付け・そ：）

②粘再反を台に乗せ
縄叩きを施す

③側面を桟の位置で
切断する

④端面の布を持ち上げる
ようにして凸型台から外す

第相関平蕊の製帰室踪

もの藍は考えに環　鞠　芸の柑近に何らかの瓦を伴った遺構が存在する芸とを嘉唆して折る。さらに淘

魔と共に壁丑も出渡し等締る芸藍から柑近に建物があった可能性が高齢。

次に魔の使用痕を分析し鞠　採取瓦が業際に屋穣蕊たして使用されて齢たかにつ齢で検証する。平義

郎側面には工具で打ち究折渡痕跡が残るものがある。芸酌は瓦を費新た際海　事瓦の列の並びを揃える

ために行なったものと推測される。

また搬義歯平瓦それぞれに偽を薗して締る破片の個数は淘　親瓦は関が私　事瓦は膵翫藍であった。効

を持顎破片射固体分で瓦虹藍とずると淘　丸瓦は臓や鍼私　事瓦は朋。鍼藍であ　淘　平瓦と鬼瓦の比率は

ル　凋。錮となる。通常本義牽きの場禽淘　平瓦　枚に対♭丸瓦　枚の割合で茸齢等齢。丸瓦　平蔑＝

鼠　…　藍齢う数値には平鹿の枚数がやや少な　屈折若齢な齢。登園の資料が発掘調査に基づ齢た遺構

からの鵬丑資料ではな齢芸と淘　剋瓦に比㌔濃平瓦の潜が個体が漉き　破片にな　やす齢芸藍から芸の様

な数値になった可能性があるが淘　丸瓦に比㌔濃平鹿の数が多齢芸とは確実である。　芸酌転の芸とを考

えあ馳せる藍淘　出土瓦は本義牽き習葺かれ竃新たと考えられる。

採取露の聾醜　奪圃採取した瓦には節義が一㌦藍も含まれ若齢な齢。そのため漉当文様から瓦の年代を

推測する芸とは不可能である。芸芸では県内の時期の明らかな瓦窯の瓦と製倖技法を比較し管領　実年

孝一の位置柑相を行齢た締。餞）

㊨商滑濫薫　香邦規中央部淘　綾歌郡綾南町陶に位置する。瓦窯の北側にはす瓶血があ凱　芸の紺近NmmWmA

薄は　世紀中頃から臓世紀にか相等…〃ぶ海山窯跡群と呼ばれる須恵器⑳瓦の…あ太生産地であった。今回

比較検討した　⑳　魔窯は亙齢に近接L等お　淘　灰原の層序の関係から　喝窯が　署窯に先行』等操

業され等折渡と考えられる。出丑瓦⑳土器の年代から　魔窯は漫　健紀後半淘　場窯は臓腱紀前半に位

置柑柑られる。封印）

罵窯出豊艶翁平濫　机　世紀後半ラ　覿瓦隠　す機等行基式である。彗商は酎き締め機鴻　板状の立県

を横瀬向に使用し平滑にしてお　淘　凹面は布田が残る。側面の調整は淘　分割裁商のままのもの淘　戦ラ

翻臓を施すもの淘　還れらの後さらに癖取　を行なうものの　種類に分けられる。広⑳狭端癖の調整は淘

戦ラ剛　を行なうもの淘　その後さらに薗取　するものの　種類等ある。還れ滝野僧院の資料と閣様で

ある。平瓦は野田院の資料藍比鴎ると淘　胎丑は精良で焼成は良好である。凸面の梶田⑳四面の布獄は

細か　鴇　厚みが薄綿の　強面の縄叩きの澱肉は淘　斜めに閤弧を描。底⑳狭端商は野田院と閉じ　関南

の布打が延凝し断面形が丸みを帯びて締るものと鴇　その後さらに端癖を戦ラ削　』商取　を行うもの

！‖



』

回
覇
琳
国
戎

回
覇
琳
画
餅

喘
仙
境
ヰロ
ト
＋ト

些
寧

li）

志
噂

至
車

型
車

寸

匝

弾
Iや

商
量
皿

栂

の

国
練
磨
鎌
毒
圃
正

論

図
g

諒

至芸
富　雄

寸　毒
虫星
田：

踪

図

g

諒
単
組
e
歴
羽
場

の

95



が確認できる。側面は淘　戦ラ翻臓または㌔祝事紗摘後癖取　を行な湧ものと淘　未調整のまま等野田院と

閲覧環狸商拇布紺が残存』等齢渡　海　桟の痕跡が恩愛緒られる個体がある。

罵窯出豊艶歯平濫　組　世紀前半）　搬蕊は淘　す鴎竃相姦式習あるの　曲面翁脚商と端面⑳側面の調整

は淘　　魔窯間接野闘院の資料藍閲覧である。平魔の焼成は　曙窯に比鴎淘　不窺軟質で厚みがあ　海　野

睦院の資料に類似ずる。胎丑は　堵窯間接淘　野田院に比磯路段である。凸面は粗齢纏叩きで淘　斜めに

閻弧を描　ものの機に党羽根状になるものが含まれる。広⑳狭端商藍側面の調整は淘　野僧院癖　堵窯

藍間接で戦ラ滑i膵または戦ラ紗臓後商取　を行なうものの他に淘　未調整習端部に布目がまわるもの淘

側面の桟の痕跡が残るものが存在する。

②覿幽濫窯　所在地は淘　綾歌郡綾商略字内閣地内に位置』淘　面相瓦窯藍閲覧　一　瓶山番窯址群に蔑ま

れる。商相姦窯やWふ海山の北商側にあたる。検出された商　喝窯はⅢ選闘　式の平窯で淘　　種類の漑

連配濃酢平瓦淘　　種類の義連監濃断乎瓦淘　左巻きの配濃断敷瓦が鵬激し等お凱　瓦当文様から臓世紀

後半噂操業藍推定され竃締る。また一恵連配文節平鹿の…濾部は淘　平安宮⑳寺院なだ京都で出土』等締る

もの藍閤濃であ凱　都㌦甑供給ずる魔の生産窯であった藍考えられる。翻

覿地雨　罵窯出豊艶効率濫　机　世紀後半　　野掴院跡採取資料や商樹瓦窯蹴丑資料に比鴎淘　焼成が良

好磯轍である。剋瓦は行基式が臆藍鮎だ竃あるが海　義経式も……ふ部認められる。畢魔は淘　曲面は縄叩き。

叩き田は野醐院や商相姦窯郎資料よ吻柵か齢岱　叩きの澱蘭は斜磯に閤威儀描璃もの藍瀾　窺瀾瀾載鷹な

るもの藍がある。断面は布田。底⑳狭端癖に布田は残存しておらず淘　ず機等戦湧別　若』馴豊戦湧別

噂のち癖取　の調整を紺っ竃締る。側面は鴻　池の資料藍閲覧　枠板の桟の痕跡　段　を粛ずるものが

圭）三ノ、、

叢の魔窯の資料を概観ずる藍淘　まず商柑瓦窯の瓦の変遷藍』竃は淘　魔窯→ト喝窯と時期が〃WM　る

に顎れ海　事魔は①焼成が不良にな　淘　厚みが出る。②曲面の叩き厨が粗　な　淘　叩きの澱蘭が寵羽根

状のものがwYY滅部みられる。③酬商の布田が粗　なる窃　④側面藍底命狭端商の調整は　砂　場窯を通じ

等未調整のものが存在する。芸酌に後続ずる　m山瓦窯の資料は淘　剋瓦は①義経議が出現する。平鹿は

①げ商の叩きに究羽根状のものが増える。②広⑳狭端癖は淘　未調整のままのものが存凝♭な齢。以上

の芸藍をふま盈野田院の資彩をみる藍淘　敷瓦はずが蛋竃行基式である。平鹿は淘　広療狭端癖の製稚技法

が商滑瓦窯の魔藍非常に羞　類似』等締る。芸の芸歴から野田院の資料は面相瓦窯の鵬丑魔に近齢要

素を持つ竃締ると齢漫る。さらに領　事瓦だu商に党羽根状の叩きがみられな齢芸歴や淘　曲面の叩き折⑳

附商紺布臓が粗齢芸藍を考鬼る藍淘　野酬院跡郎採取義は淘　商滑窯場窯藍激魔腰儲間に流儀疇瀾に当竃

はめる芸藍が蹴来る。顎ま　採取義の実年機隠淘　概ね思　世紀末～臓陛舵機頭である藍齢盈るの

お勧馴這　以上鞠　野獅院跡採取の丸勃平鹿を検討した結果鞠　次の芸藍が明らか藍なった。

野田院の瓦は製楯技法の張から商滑瓦窯の資料に類似』等お　淘　年機は商相　場窯藍　堵窯の間に

丸凱　凰　世紀末から臓世紀槻頭の年舵を尊える芸とが出来る。また魔に顎齢た穫用痕や剋◎平鹿の個

数から採取』た瓦は本濫費遷され若齢た可能性が高齢。

芸酌らの芸藍から漫　世紀末から臓世紀槻頭にかげて本濫費潜の建物が建っ竃折渡と考えられる。紺

鍼



近ほ野田院跡と伝えられる場所であ　鴇　遺物散布地のず　撥北側には尾根に沿って東商に石列が築かれ

等お　淘　寺院が建立され竃齢た芸とを伺わせる。採取した瓦は淘　野田院の建物に牽かれ若齢たもので

あるう。芸の瓦が野田院創建期に伴うものか淘　ある齢は牽き替えなど後世によるものかは定かでな齢

が淘　採取したそれぞれの瓦は特徴が魁等お　時期幅は経とんだな齢ものと考えられる。また軒先瓦が

皆無である芸藍から淘　建物に軒先瓦自体を使用レて齢なかったと推測できる。山岳寺院であることか

ら軒先を飾らず淘　u一部の建物にのみ瓦を使用するな藍　簡素な堂字であったのかもじれな約9纏）

瓦の供給元に関しては海　商柑瓦窯や丸山瓦窯なだ当時の一光生産窯であった辛瓶の製品か淘　ある齢

は、太麻山周辺の近隣で生産して締たものかが問題となる。野田院の瓦は商樹瓦窯のものと製作技法

は共通し竃締るが淘　野田院の資料は胎丑が組　閣一とは齢えな齢。技法金工鬼の伝播はあったが、生

産自体はす瓶でな　大麻山周辺で行な顎竃締た可能性がある。け）

遺跡から瓦が出漉した場合海　技因されるのは節義が隠とんだである。丸⑳平瓦に関し竃は鵬丑の記

載があるのみで鴇　詳し拍報告や図面が掲載され等締る芸とはあま　な齢。本稿で取　上げる野田院址

の採取瓦は丸⑳平瓦のみであるが淘　文献に詳細な記録がな環創建⑳存続年代が定かでな齢当寺院の実

態を僅かであるが考古学的見地から明らかにずることが出来た。

ただし淘　今回の資料は採取資料である芸とや淘　比較検討』た瓦窯の資料も少な齢芸とかち淘　推論の

域を出な齢ものとなっ竃しまった。今後野田院跡の発掘調査を紺腕　また周辺の瓦窯の調査が進む芸

とを期祷したい。

註摘　瓦の製作技法に関しては次の報告書を参考とした。甑田寺発掘調査報告書　奈良文化財研究所　酎臓2

また淘　奈良文化財研究所花谷浩氏からは種々の御教示の御指導を賜った。

紹　西村瓦窯も丸山瓦窯の瓦の実見に関しては香川県埋蔵文化財調査センター松本和彦臨海　は元素子氏にお世話になった。

摘　沢井静若の六車功　西村遺跡　香川県教育委員会　臓腑

拍　西村瓦窯については多　の研究者が、実年代を提示している。

廣瀬常雄　西村遺跡Ⅲ　香川県教育委員会　摘鵬

松井忠巻　香川県西村遺跡　堵窯出土軒先瓦を廻って…その製作使用年代についてつ　京都府埋蔵文化財論集　第　集摘椚

片桐孝浩　考察…苗代から中世にかけての土器様庸一」川津元結未遺跡』財香川県埋蔵文化財調査センタ…　摘鵬

佐藤竜馬「高松平野と周辺地域における中陛土器の編年」空港跡地遺跡Ⅳ』財香川県埋蔵文化財調査センタ…　鋼輌

※松井氏は、　号窯出土軒先瓦を詳細に検討し海　路世紀初頭と位置柑けた。廣瀬の片桐の佐藤氏は淘　共伴ずるm器の編年から年

代を離しも　廣瀬氏は　腎窯を畳　世紀末、片桐氏は　寛窯を漫　世紀中頃海　　軍窯を臓世紀初頭とし淘　佐藤氏は　埠窯を蓬　世紀中

葉～第3四半期淘　　堵窯を臓世紀第　四半期～第2四半期に位置付けた。本稿ではおおよその年機として淘　　旨窯を　膵紀後

半海　　拷窯を臓陛紀前半としている。

蟻　山元素　の山田秀樹　水道局第投棄場整備王事に伴う埋蔵文化財発掘調査概報　丸山窯跡』財香川県埋蔵文化財調査センター　摘椚

この遺跡は、その他に瓦溜り　路Ⅹ紬　から鳥羽離宮へ供給した羞遵巴文軒平瓦が蹴圭している。

摘）『善通寺市史第鼠巻』善通寺市　摘開　矢原高華氏はここでこの可能性を指摘している。

緒　太麻山南西の山裾に　大麻瓦窯」と呼ばれる瓦窯が存在する。大麻瓦窯の出土瓦については淘　安藤文良民が事例報告をしてい

る。安藤文良「琴刀羅宮所有地にある太麻山瓦窯跡について“再ことひら』

※筆者は、氏の御好意により瓦窯から出土した瓦を実見する機会を得た。実見資料によると、断乎瓦は厚みが薄く焼成は良好で

ある。凸面は縄叩きで叩き目は野田院の瓦よ　細か　淘　叩きの方向は縦方向である。凹面は布目。端癖の側面はへラ削　を施

し、凹面側の側線を繭取　する。全体的に野田院よ　調整の商でγ寧な作　をしてお、野田院址採取瓦は大麻瓦窯のもので

はないと判断した。

闘



顧問意囁群野開院薗墳童俸部粘量鷹の潜新道

野田院古墳主体部粘土床の分析

調リノ◎ザ…ヴヱザ株式会社

はじめに

野田院霹壇は淘　讃岐平野西部に位置する太麻山融腹部の標高的鯛mの尾根上に築造されて折る9　太麻

山は主に廃家音の花蘭岩によ　構成され竃締るが海　山体の上部には新第三紀の安山岩からなる讃岐層群

が分布して締る　義解射　砂斉藤誹鍼酌。古墳の築造され等締る山腹部は讃岐層群の華底柑近に位置し鞠

古墳の基盤を構成して締る堆積層は淘　安山岩の風化⑩崩穏健堆積物からなるの

善通寺市教育委員会による史跡整備に伴う発掘調査の結果淘　野田院苗場は前方後関墳形の積石塚であ

鞠　出土遺物から布留な齢』　式に併行する時期に築造されたと考えられ竃締るの　発掘調査によ　淘

擾関都には　基の主体部が確認されたの　主体部床面は粘土床とな顎等お　淘　石室を構成する石樹の隙間

にも粘丑質の堆積物が蒐壊され竃締る芝とが確認された。発掘調査所魔では淘　芸の粘土隠者壇の周囲に

堆積ずる基盤層から採取された藍考えられ竃締る。

本報告では、これらの主体部築造に用いられた粘日こついて分析を行い、その特徴を捉えることによ

り、用いられた部位による差異の有無とその由来を検討する。

。試料

試料は淘　第　主体部槻丑床から採取された試料番場　海　関主体部ガラ湯玉周囲の基底石避滞盛込め並

から採取された試料番場2淘　第温室休部最下投石樹革の粘丑床残匁から採取選れた試料番場詔および磁

場後関都地蜘粘土から採取選れた試料番場魂の硯藍であるの

なお淘　分析に際』竃は当社餞による現地調意を行齢淘　古墳の基盤層に顎齢竃記載藍試料の採取を行男

た。調査竃は海　域地表面滞臓甑摘紺までの腐植丑層の藩校に厚さ臓m程度のシ姫　混隠　棲細粒砂‰細

粒砂からなる層位が認められ淘　芸の層位よ　藩校には穫　‰5　m程度の効礫を多　念恕マ調メタ濃サボ

一掬のシ姫　混じ　極細粒砂～細粒砂層が確認されたの　還れ転の結霧から淘　史記の試料番喝磯の地山粘

丈は淘　腐植漣層の‾　位のシ兆　混じ　極細粒砂～細粒砂からなる層枚から採取』た芸藍が推定される。

針潜航霧法

試料が粕丑質である芸歴から淘　今脚はⅩ線回折分析　無産澱位法事　に濃凱　試料を構成する粘並鉱物

を蕾めた鉱物組成の概要を把握する。以nm翻こ処理過程を述残る。

臓℃で　時間乾燥させた試料をメ♂ウ乳鉢で微粉砕』淘　Ⅹ線圃折爛ず婚蓋ニウぬポ施ダーに充壊し淘

Ⅹ線匝折分析試料　無産藩校試料　を搾成』た。棒成』たⅩ線酬折分析試料　無産方位試料う　に顎齢、等

親際の条件でⅩ線圃折分析を行男た　足立誹鍼勘紺本粘土学会夢　摘齢。

検叫i二された物質の閣定解析は海　測定圃折線の主賓だ一夕と圃折頻度から原子商間隔および相対強度を

計算』淘　それに該当ずる化合物または鉱物をⅩ線粉末圃折線総合解析プ闇ダラぬ　羞…儀　未忠義）に

羞頓検索した。

装　置㌦軌漸紬翻聯隊狛釦∵凱鬼　頂瓶は馳朋摘融…』眺鵬

甑閥離∴藍冗敷　紺航射

針Ⅲ紅酎∵∴相互

Ⅵ）‖8針一言用紆津

（：llf1王や（†！‾lt：：う（〕i11．へ
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流離料紙琵馳脚姻…㌘㌦施軸
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紬融誹融腔翫前言狛抽勘瑠＋＋凱朋磁礪酎咽針淵牢鮮

。結果

翫料のⅩ線回折結巣を園　淘　飢こ示すの石英軸鮮柏　や斜姦石軸摘g摘離那離海　力琶長石纏…若

離ds開m　な藍の一次鉱物のほか淘粘土鉱物である飛田ザサザト　紬諷思摘y離睦　が各試料に共通』等換

漉される。なお淘　試料番場m芸顎齢等ほ微弱ではあるが緑泥石絞鋸の親睦　の存在が嘉唆される。

磯ぬ堵寮

回折図から淘対象と』た試料の粘土組成は齢ずれも飛闇ザサザ距　紬諷思摘醐摘鵜　を主体とずる芸藍が

明らか習ある。』たが顎等海　霧壇主体部各箇所に使用された粘土艦　齢ずれも間一一の丑層から由来し淘

その由来は試料番場磯が採取された苗場の基盤層に認められる粘土層等ある可能性が高齢窃ただ』海　路

議料にお柑る鵜沼ザサザ　の相対的な巌比関係を回折強度から推定』た壕禽には若予選なる芸歴が予想

される苺格に調闇ザサザ　の多齢試料藍』竃は試料番場　の第　登休部粘土床が予想されるの現時点で

は淘　芸の巌比の違約が桶を示唆ずるかほ不明であるが鴇　おそら　採取箇所の適齢によるものかある齢は

施工箇所によ　纏まの物理的な性質を調整するために粘丑を嵐為的に蜘嵐た　減ら』た　』経歴師事芸

とも考えられるであろう。〕

なお海　飛闇ザサザ闘豊尭融灰堆積物中にお緒る風化生成物藍』竃産出ずる芸歴が知られ竃締るが淘　分

断前に行男た試料の概登竃は淘　無色透明の発泡』た尭血ガラ義藍平板幌の尭眩ガラ議が多　食まれ若齢

る還藍が確認された窃すなわち淘　議料から検出選れた鵜闇ザサザ捌豊明らかに東経ガラ議に由来ずる◎

』たが顎等海議料藍』た粘丑質の堆積物は鞠細粒東山ガラ濃質テヲラ層が若干風化』竃粘丑鸞はな等た

丑層に由来ずる可能性がある。

今後さらに翫料の特性藍その由来を検討するためには悔　まず粒度分析に濃　堆積物の風化度　粘丑

化の程度　を把握』海　次に粘丑鷺堆積物中に残存』等締る一次鉱物組成および東山ガラ議の形態組成藍

その屈折率測定を求める芸歴で淘　詳細な各試料の特徴記載を得る。還れ浩志　淘　各議料の特性が淘　奪回

の分析結果からきちに限定される芸藍になるのそ』等海今回の現地調査時やその後に苗壇基盤層よ　採

取された試料も蔑め淘　古墳の周辺地域各所の表層堆積物に顎齢竃も閣桟の分析を糖腕その結殿を試料

と比較する芸藍ができれば淘　粘土質堆積物のよ　詳細な検討が可能になる藍考えられる①

引用文献

足立吟協　約鍼酌　礪章粉末Ⅹ線圃折法　機器分析のてぴき射　せ　ず錮…開誹学問鬼。

段谷川修一砂斉藤　実　銅錮郎　讃岐平野の生齢たち…第h一一血瀬戸内深層群以降を中心に…。デー邦ンタポ

タ、28，も〕．fi2一一5！〕．

田本粘土学会編　親閲調　粘土鵜ン　プッタ　第二版。臓鍋も　抜報堂蹴版。
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⑦平成閥輝度事業

本事業の最終年度を迎え淘　調査整備委員会では　周辺整備では墳臆を周囲から見学できるようにそ

の周囲を園路とし等整備し淘　墳踵に鬼が上がる芸とが無齢ように園路と墳段の間に柵を還らせ要所に

案内説明板の設置する。周囲からの墳踵を見学する際の展観等を考慮すると柵は低　ずる必要がある。

藍還るが淘　柵を低　ず軒摘漂芸酌を乗　越え壊，随に上がろうとずる鬼が屠ると予想される。そ芸で見学

者の欲求を満たずため淘　周囲の凝儀を含め等野田院古墳全体を傭轍ずる芸藍ができる展望台を設置す

る。』と齢う芸酌までの溶射を商確認した。

また淘　整備事業に伴う発掘調査で確認された機関部墟踵内部の構造は淘　復元後は見る芸とができな

締。そ芸で墟臆の断面模型を設置する計画を新たに加え海　業施設計を経竃復元を終えた野田院苗墟周

辺の整備王事を霧施臨監

芸軒までに実施』た事業は黄塵な遺跡を適切に保存する芸とが田的で淘　本年度の事業は保存された

遺跡を積極的に活用するための事業である。

まず平成臓年度に復元された青壇上に淘　調査で確認された壷形埴輪郎炉配㌘製レプ首　カを棒成し設

置』たむ　完全な形で．n丑♭たものは無齢が淘　破片から復元図面を作成』淘　芸軒鵬基づき二］場で製作さ

れた丑器のサンプルを確認』た上で遺産』た。丑器の表面は実物で確認された赤色顔料の色を商現し

た。設置に顎拍竃は風雨による転落や盗難等を防　撥ため淘　濃テンレ累製のボ姫　で固定する滅法を用

齢た。ポ姫捌豊平成臓年度汐墳踵復元の際に事前に埋め込み淘　平成新年度に丑器レプ首　カの取　翻す

を行った。絆や臓　⑳第漫臓図右参照ラ

W器レプ首　カを設置』た墳段の周囲には芝を貼　淘　その外側に墳臆を周囲から観察できるようにず

るための園路を設置』た。園路は厩熱に演繹込むように淡拍茶色の舗装　㌘。摘　⑳第思臓図参照　を施

転戦　芝と園路の境には視界を妨げな齢ように低齢柵を設置』た。柵はy婚蓋製で、周囲の環境と調和

する歳事に光沢の無齢窯茶餞の製品を用折渡。炉。摘　⑳第漫臓図左参照ラ

機関部の南側に設置』た展望宙は淘　ノ鼠学時に児童生徒が　タラ深程度剛劉芸上がれる規模のデッキ

を設柑た。睦漉な構造物を遺跡の脇に建築ずるため淘　芸酌が田立たな齢ようにその南西側の樹木は残

し淘　鉄骨製の本体や手摺は濃新茶餞に塗装』淘　階段やデブキ部分は擬本状の樹脂素樹の製品を使用し

た。完成したデッキからの展望は計画時に想像した以上に素晴らし齢もの藍なった。欝。摘　⑳第思臓

囲蓼柑那

説明転は展望顔のデッキ部分とその凧　及び　びれ部紺近の園路脇の三箇所に設置』た。展望蘭魁

に設置した説明板隠　避等ある。最も凝餞が段　ノ鼠える位置に展望できる平野⑳海砂融な藍を写東泉

習説明』淘　苗墳構築に選ばれた位置環境に顎齢等解説』た。絆や巌摘⑳第臓図参照　また墟経が最も

段　見える位置に野田院古墳藍周囲に設置した施設の配置を解説♭た。P。遷臓⑳第臓図参照ラ

南東側　がれ部紺近は園路から墟踵に品も近　鞠　横着の機関部と感丑の前方部の関係がよ　見える

ため海　芸芸に時機背旗や顧問雷墳群⑳桟石塚⑳露壇が構築工程⑳整備事業なだを詳し　解説した解説

板を設置』た。伊の濃紺～漫臓参照　解説板の素柳芸は耐風力に優れた陶板を用腕　その前面の園路部分

凰鵬



は人の滞留を予想し広く確保した。

整備事業に伴う発掘調査で確認された後円部墳丘内部の構造は、展望台の下部構造を利用し、遺構

と同様の安山岩を切断したものを用いて墳丘の断面模型を設置詳しく解説した。（第117図中段・第12

5図参照）

これで野田院古墳の保存整備事業は全て完了した。さて、前にも述べたが、作成された設計図書は

保存整備工事の発注金額を算出日的とした解体範囲や作業工程の概要を示すだけの存在であり、これ

までの調査で作成された実測図や記録写真が解体作業の基礎資料であった。

復元作業については具体的な設計図は存在しない。また類例の無い立体的な構造物を復元する場合、

設計図や実測図だけでは最終的なイメージが伝わり難い。そこで現場で実物の石材から風化し剥落し

た破片を採取し、実際の古墳の構築過程を追い、一部内部が見えるような形での模型（S＝1／50）を製

作した。それぞれの工事実施の際には、その模型を用いそれぞれの部位の復元過程で太田氏との打合

せに使用した。（第108図～第111図参照）

平 成 13年 度 決 算 額

総　 事　 業　 費　 5 7，3 2 9，5 2 6円

国 庫 補 助 金　 2 8，6 5 0，0 0 0円

県　 補　 助　 金　　 7，0 0 0，0 0 0円

市　　　　　 費　 2 1，67 9，5 3 6円

追撃観戦

事業内容及び執行額

・周辺整備工事費　　　　　　 51，628，500円

・整備工事設計監理委託費　　 2，730，000円

・調査整備報告書印刷費　　 1，984，290円

・整理作業員賃金　　　　　　　 408，750円

・調査整備委員会経費　　　　　 221，700円

・事務経費　　　　　　　　　　 356，286円

第109図野田院古墳模型（全体・後円部から）

慧適持蕉義

工学ゝ圭子「㌣∴

嘉茸㌧
這撃酎筆準

第111図野田院古墳模型（後円部～くびれ部付近）

103



漫鍼



詳
i高
怪 ＿‾T‾！

1

［

［

・・…

i

［

！

，…

l

i

濾 圧

′ニさ

く二ン
、L

Pつ

目し＋＋剋「高
樋仁一」鯨遠
の」…常－……」笥㌃」（ヨ

－　　　　　　　　　　1－－－ll一一一一　一　　　h　一　　　　　　　一一1…一一一‥

「…瀾「聖一†瀾「‡

i i i闇
－ ヤ 頼 舶 血 血 一一紺〃ハ“

q q y 一°．’．’・‘・‘．こ．くく．’‘．’l・‘H

…

聖二と聖二」〇倶ほ

m弼

月

刊

J

C⊃

く　′

ニ

ケ

r

i－1

C

J　｛

こ彊

警　義　叢　㌘
⊂j Cか　　　　r　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　、細一一　　　　もJ
㌣　こ鑑　　　輝　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　－　　　J

裏招ざ　蓋　牽芸羞
重義鷺

ミ

㍉

碗　　　碗

二紅
い

唖　　　璃

凝
「＼

毘

鸞
批
准
下

甑
別
邸

匡
関
野ぬ幽

琶脱輪炒

醇

図回監





1（．）7



108

（初立入禁止看板設置状況（南西から）　　（参墳丘南東側の解説板設置状況（東から）

第116図墳丘周辺施設設置状況



区画牽函車車重牽頭

1段目テラス（石室の下半分

が積み上がった段階の高さ）

2段目テラスほ選の四壁が完

全に積み上がった段階の高さラ

地山の傾斜と逆の向きに連続し

て立て整然と配置された石材

⑧

⑨

⑯

匪直垂麺画趣画麺頭

噛感淑料地

戯監

鼠
健闘
臆
風　浪
盛料　巷緒

警望
密　輸
も態　度㌫

第醐　園解説板幾案内板位置図盈緋墳應断面縮小模型側面園

1（）！．）
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霞瑠紺断機＋輸血欄流離威減淵弧嘲
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作業工程（D
こうちく　　　　　　　　　　　　　のだいんこ．1ん

最初に古墳を構築する場所を決めます。野田院古墳の

場合は見晴らしのいい尾根が選ばれました。
ととの

まず尾根の上を平らに整えることから始めますが、そ
′、．いたんぶ　　　　　1ナいしやぶ

の周囲には急な斜面が残ります。平坦部から一部傾斜部
こうえんぶ　えんしゆう　　　　　　　　　　そ

にかけて後円部の円周を設定し、これに沿って石材を配

置しています。

作業工程（診

次にその内側に石材を詰めます。平坦部では小型の石

材を詰めていくだけですが、傾斜部では内部に詰める石
へんべい

材は比較的大きく扁平なものが多く、地山と逆の向きに
れんぞく　　　　　　　せし1ぜん

連続して立て、整然と配置しています。これは斜面部分
すべ

の石材が下方に滑り出すことを防ぐことが目的と思われ
くず

ます。傾斜部に高く石材を積み上げる際に、崩れにくい
こうえんぷ　　きモ

積み方を知っていたようです。この工程で後円部の基礎

を水平に仕上げています。

作業工程（診
せきしつ

作業工程②で造られた平坦部の上に＝基の石室を造り

始めます。まず石室を逼る部分に細かい石を敷き詰め、
せきしつ

この上に荒い粘土を敷き、石室最下段の石材を配置しま
ねんどしょう

す。次に粘土床用の細かい粘土を敷いています。この粘
せきしつ　ゆかめん　　　　　　　せきしつさいかだん

土は石室の床面だけでなく、石室最下段の石材を包むよ

うにその外側にも及んでいます。この粘土の中から多数

／／脛　　　　　　Ⅰ　　　　　　　誓≡ス小玉が出土しました0通常の畠崩ではなく崇
市巳遺物だったようです。

せせしつ　しほう　かペ　　　　　　　　　　こうえんぷ

石室の四方の壁を積み上げながら後円部周囲の壁も同
こうえんぶ

様に高く積み、その間に石材を詰めていきます。後円部
せきしつ

の一段目は石室の下半分が積み上がった段階で完成しま
こうえんぷ　だんめん　かくにん

す。この作業工程は解体修理の時に後円部の断面で確認

できました。

第122図説明板・案内板原稿⑤
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こうえんぶ　せんぽうぶ　せつこうぶ　　　　こう

後円部と前方部の接合部に残る後

えんぶ　　　　　　　　　　　　けんしゆつじようきよう

円部（－段目と＝段目）の検出状況
こうえんぶ

です。後円部を積んだ後に盛り土の
ぜんばう・ぶ

前方部が造られたため、この部分で

くす

は後円部の石積みが崩れずに完全な

こうえんIR

形で残っていました。後円部はこれ
ふくげん

を参考に復元しました。

作業工程④

陸

こうえん・ぷ

次に後円部一段目の上に二段目を造り始めますが、
せんほうぷ

この時に前方部の一部を坂道状に造っています。古墳

を造る場所を決めるにあたっては、その材料となる石
えいきよう　　　　　　　　　　　　　　の

材の取りやすさも大きく影響したと思われますが、野
だいんこふん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ろとうち

田院古墳の北東のある尾根付近には石材の露頭地があ
せん

り、尾根伝いに運び降ろしたものと考えられます。前
ぽうぶ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だんめん

方部は土でできていますが、くびれ部でその断面を見
こうえんぶ　　　　　　　　　　せんばうぷ

ると後円部の1段目の高さで前方部側にゆっくり下る面
こうえんJy

が確認できます。墳丘（後円部）へと石材を運びやす
さぎょう

くするための坂道が造られていたようです。この作業
どう

道を利用して重い石材を運び上げたようです。

＝段目は一段目よりひとまわり小さくし、まわりに

平坦な段を逼っています。遣り方は一段目と同じで、
せきしつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こうえん・ぶ

石室の四方の壁が完全に積み上がった高さで後円部の

二段日が完成しています。

作業工程⑤
きよこだしl　　　　ふた　　　　　　　　　　　　　　おお

ここで石室に巨大な石で蓋をします。この蓋石を覆
かく　　　　　　　　　　　　　さら

い隠すため、この上には更に多くの石が積まれていた
こうえんぷ　　　　　　　　　　　　くサ

ようですが、後円部の≡段目は完全に崩れていたため

もとの形は不明です。
ぜんぽうぶ

最後に作業道としての使用が終わった前方部を完成
ふ

させ、その表面に石を葺き古墳が完成します。
こうえんぶ

後円部の北西側は不安定な斜面にはみ出ています。
こうえんlヌ

後円部を作る場所をここから少し南東に移せば、全体

を平坦な場所に作ることができたはずです。傾斜部に
こうえん一M

造られた後円部の側面はとても高い壁になっていて、

しかも平野の方に向いています。皆が生活する場所か

らよく目立つように考えたようです。

第123図説明板・案内板原稿⑥
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のたのいんこふんほぞんせいびじぎょう

野田院古墳保存整備事業　conservationandPresentationofStoneMound

おうはか

昭和59年11月29日に有岡古墳群が国の史跡指定を受けた後、最初に王墓

やまこふん　　　　みや　おこふん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のたのいん

山古墳、続いて宮が尾古墳の保存整備事業を実施し、平成9年度からは野田院

こふん　はつくつちょうさ　　　　　　　　　　　ちやくしゆ

古墳の発掘調査と保存整備事業に着手しました。

発掘調査は平成13年度まで実施し、平成12年度からはじまった保存整備

しゆんこう　　　　　　　つみいしづか

工事は平成14年度に竣工しました。積石塚の内部構造まで調べる発掘調査や

はじ　　　　こころ　　　　　　　　　　　　　　　　　　こう

解体修理・保存整備は国内でも初めての試みでしたが、古墳の内部構造や構

ちく

築の工程まで知ることができました。

しがいち　あた　　ひょうこう

野田院古墳が造られた時の集落は今の善通寺市街地の辺りで標高は約30m、

ひこうさ

野田院古墳は標高400m付近にあり、全国で最も比高差のある場所に造られ

しかい

た古墳としても知られています。付近には視界をさえぎる山も少なく、古墳

まるがめへいや　　みとよへいや　　せとないかい　　　　　　　　　　　　　きぴ

からは丸亀平野・三豊平野・瀬戸内海はもちろんのこと、遠く吉備（岡山）・

あき　　　　　　　いよ　　　　　　　　てんぽう

安芸（広島）・伊予（愛媛）まで展望できます。展望台からご覧ください。
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寓意聾　ま　　藍　　め

野田院高域の磯歯学的評憾

独立行政法尤文化財研究所奈良文化財研究所

埋蔵文化財センター情報資料室長小林謙一

有岡雷墳群は鞠　太麻MLの北西麓を取　巻　ように分布する前方機関壇を中心とする古墳群である。

廃から商戦時期を追って淘　世紀機の磨打力古墳淘　　世紀機の鶴が峰4号墳淘　丸山‾古も墳淘　　世紀機の

王墓旺古墳淘　菊塚古墳鴇　そして　世紀の寓が尾‾古、境等が築造されて折るが淘　芸酌に先行して築造され

たのが淘　野田院古墳である。有岡古墳群にお持て鴇　芸酌まで実施されてきた保存整備は淘　古墳時機機

輝の王墓血古墳淘　宮が尾古墳であったが淘　芸のたび淘　古墳時機前期の野田院古墳が整備されたことに

よ凱　芸の地域に形成された宙壇の特徴が淘　よ　鮮明に埋解できるようになった。

野田院青境は淘　太麻血から派生する標高胡Ⅲの尾根先端に位置してお　淘　古墳からほ淘　北側に広

がる平野部とその陶芸うの瀬炉内海淘　さらには対岸までもー一一Y濾翌のもとにおさめる芸とができる。また淘

その立地のみならず淘　機関部が桟石淘　前方部が盛土で築成された前澱後閤境である意でも淘　＿が麓部に

築造された古墳とは艶なる。今回淘　史跡整備にともなう発掘調査によって淘　出土した丑器から石清尾

血‾青墟群の鶴尾神社揚場墳よ　遅れるとは齢うものの淘　　世紀末頃に淘　芸の地域において最初に築造

された霹壇である芸とが確かなものとなった。と閣時に淘　桟石の本来の姿が明らかになるとともに、

桟蔚棒業と　基の石室構築繹業の時間的関係や石積みの技術と工程が解明され鞠　積石塚の構造を理解

する巌での淘　画期的な成巣をおさめる芸とができた。さらに淘　石室構築に先立って淘　基盤を形成する

粘丑に患類を温泉獄る藍新教㍉一種の儀礼とも紛える痕跡も確認された。またち　本報告にあるように淘

後岡部の石桟を絶えてから前方部の盛丑を施工して締るが淘　これは淘　後に前方部を相加したと浴うよ

も淘　工程差として捉える鴎きであろう。積石部と盛土部で構成される前澱後円墳にあっては淘　必然

的にそうした工程にならざるをえな齢。機関部から前方部にかけての墳踵上面に淘　太形の石を並㌔環た

遺構がある芸とからも淘　当初から前方機関の形に築造ずる計画であったと考えられるのであ　淘　一連

の搾業で鞠　機関部に引き続齢で前方部が構築されたであるう。芸れらの意につ折では鴇　本書で詳細に

報告されて折る。

桟蔚塚は淘　丑で墳鹿を築　かわ鋸三石を積み上げたもので淘　香川県を中心に瀬戸内海沿岸に分布す

る露墟時機前期の例や践野殿に分布ずる古墳時機後期の例がよ　知られて折る。そのなかで淘　前方機

関境にあっては淘　野田院古墳のように鞠　機関部隠棲石であるが淘　前方部は盛丑という例が齢　つかあ

る。さらに淘　石積みの方法にも淘　基底部から石垣のように垂癖に近　着を積み上げて鞠　基壇状に構築

する例　養鰻式　と盛丑境と閉じような形に石を積む例　無基壇式　がある。基壇式の方がよ　高度

な技術を愛する芸とは淘　言うまでもないことである。もっとも淘　基壇式かどうかと掃う藍に関しては淘

臓の



石を積み上げただけのように見えた野田院古墳においても淘　整備にともなう発掘調査の結果滝　基地状

に築造していた芸とが明らかになったように淘　積石が崩落』た状態では淘　区別できな拍場合がほとん

ど官掛る敷∴鯨相として私　用原石や割前が用折られ管締る。野瀾院藩瀾憐憫磯憾璃　太働潮約山車に

ある板状に浮れる石を用折等お　淘　石樹の九着は容易であった。また淘　板状に割れる石隠　避蟻状に

構築するのにも適して持た。なお基壇式でも淘　高句麗の将軍塚のように切石を用齢等相投にも築　例

は淘　これらとは別に考える璃きであるう。

田本列島の積石塚に顎拍て隠　者墳時機以前から集石墓淘　ある齢は菓子圭墳墓と折った淘　若を集め

た墓が造られていることから海　田本列島で成還したとずる由生説と淘　主として朝鮮半島北翔や”㌻園東

北地方の…mm迅部で造られて新た積石塚が淘　渡来太によ　持ち込まれたとする外来説がある。野田院‾打壊

が養鰻式である事実からほ海　田本列島における積石塚の成立当初から養鰻式が存在した蓋然性が高まっ

たといえよう。それまでにない石積みの技術だ緒が導嵐された状況を否定するものではな齢が淘　権石

塚そのものが外来の影響のもとに成立した可能性が考えられるのである。しかし滝　野僧院晋境にお持

て淘　主体部の石室が古墳の登軸方向とは関係な　淘　ほぼ東商の向きに設けると師事鴻　産地の顕著な特

徴が認められる事実は淘　注意す璃きであるう。

野田院古墳は淘　尾根を平垣に削平し淘　その安定した地盤に築造しうるのにもかかわらず淘　機関部の

商半が傾斜地にかかる所まで位置をずらし淘　墳裾が低　なった分だ緒鴇　石を高　積みあげて締る。芸

酌は淘　古墳を築造するにあたって淘　平野部淘　ある齢はむしる淘　瀬戸内海からの眺望を意識し竃浴た芸

との表れである。時期は降るが淘　王墓仕古墳や菊塚晋壇では淘　九州との交流を物語る石屋形♂存在や

朝鮮半島との関係を窺わせる副葬品の出丑が知られて折る。このようにみて　ると海　嶺⑳　世紀にお

ける有岡古墳群の様相が淘　締まだ明らかになって齢な齢とは紛うものの淘　瀬戸内海を介して九州や朝

鮮半島と交流のあったこの地域の有力者達の姿が浮かんで残るであるう。

野田院古墳は海　商讃地域における初璃期の青壇である。その具体的な様相が明らかになったことは淘

この地域の古墳時機の状況を理解する上で太きな意味を有ずるものである。このたび淘　王墓L鉦古墳淘

宮が尾古墳に続齢て鴇　野田院青境の整備が完成したことによ軋　有岡古墳群を散策ずる先々が淘　青墳

時代の時間的淘　空間的広が　を体験できるようになった。保存整備事業に携わった善通寺市当局をは

じめとする関係者の方々の努力に敬意を表すとともに淘　今後淘　これらの遺跡に多　の丸々が訪れ淘　活

用されることを願う。

恩讐凰



史跡保存整備事業歴』竃の意墳整備

独立行政法尤文化財研究所　東京文化財研究所

修復技術部　応用技術研究室長　内　田　昭「鬼

田本登園にある遺跡の総数は海　域産約舗万件と齢われている。近年の我が国では淘　いたる所で地域

開発と紛う名のもとに様々な種類の諸事が行われ淘　その結果多　の遺跡が破壊されている。ちなみに

酎鍼測年度に田本全国で実施された開発事業に伴う事前の発掘調査の数を見ると海　業に軋藍）；用件の多き

に達して締る。この中には古墳の調査も数多　含まれてお　淘　当然のことながら毎年数多　の古墳が

損傷を受けた　淘　記録保存ののち消滅の運命をたどって折る。僅かの例外では鞠　砂段の移動や鬼蛙の

噴鬼など淘　自然の営みによ時苗境が地中に埋没してしまう芸ともある。古墳は機の遺跡が地下に埋蔵

されて折るのに対し淘　地上に顕在して締るのが普通である。したがって青境は／先々の目につきやす軋

諸遺跡の経では比較的その所在地や数⑳規模が明確にされて締る。しかし海　風の目につきやす齢芸と

は淘　郡とたび古墳が損傷を受け淘　破壊されるとその無惨な姿が生々』　腱に曝され淘　開発行為等によ

蛋鍼　全に破壊されてしまうと淘　集われた宙境　と拍う実感が郡し謝した身に迫って　る芸藍になる。

i＿＿ゑ境は現在淘　全国に鋼方基金があると言ぬ酌等締るが淘　群をなして存在する古墳を綿密に計算すると

制芳養を越える藍も齢触れる。そ郎中背淀炉時機から今拇ま管領　学傭史の村的竃発掘調査透れ鷹番魔

は摘臓を基に達して拍な締。芸のように破壊され等ゆ　お境をどのように保存し鞠　後世に継承して齢電

離か淘　換諾すれば淘　開発と露境の保存をどう調整ずるかが全国各地で常に問題となっている。そして淘

その対応に．文化財保護を願うものが［：々苦慮して折るのが現状である。

史跡等では淘　それ自体が将来にわたって保存されるだけでな軋　現機にお机等　適切な活用　がな

され淘　困民が歴史や伝統濃化に慣れ親しむ場として淘　ある齢は研究淘　教育淘　レク嘗　エーション等の場

として積極的な役割を果たす芸とも要請されて締る。このため淘　史跡等が損傷を受けた　淘　公開砂活

朋錮こ適さな拍現状にあるときには淘　芸酌を修理⑳回復し淘　その内容⑳価値を埋解しやす締ものに整備

して淘　公開する措置をとる芸ととして締る。史跡保存整備事業では淘　太き　以‾　の　顎の要請に基づ

き淘　整備が進められている。

瞞　遺跡の這』齢理解　露墳㊥城の石垣⑳防塁などのように遺構が地上に顕在して締れば淘　そばまま

でも視覚的に位置や規模が確認できる。しかし淘　発掘された掘立権建物の蛙鵜や素揃の溝など淘　その

まま風雨に曝されればやがて崩壊してしまう。保存にあた娠　埋め戻すなどの処置が必要となるが淘

埋め戻しただけではその位置ずら頂明となってしまう。芸芸に淘　遺跡を正し藍　かつ容易に理解でき

るように淘　地W，虻のこ何らかの義嘉をする必要がでて　る。

錮　遺跡の衛効掛澗藍活用　文化財保護法により　史跡」に指定された遺跡では淘　その二虻地の所瀞者

に対して現状での保存が求められ淘　現状の変更につ持ては規制が課せられる。芸の規制に対する補償淘

また保存を確実なものとずる手段として丑地の贅齢取　が行われる。しかし淘　公有化を図っても荒れ

地のまま放置してお新たのでは地域社会戦の義の還元性はな　なる。芸芸に淘　史跡指定地を管理し淘

生地の経済的価値に見合う有効な利用方法を考案して淘　地域社会での活用を図ることが課題となる。

恩讐慧



鍼遺跡そのものの保存　遺跡は凝縮年朋を経等奇相に至って締るが海　風柁翻Iなど鋤厳然が営鋤に

よ　海　田々劣化が進紆』等折る。遺跡の保存では維持鸞埋や修埋海　保存施設蹄設置が強要となる。

水ぬ招豊遺跡にと㌢竃は崩壊を促進する寂光の要因であを海　風雨傘雪運転に地震な′望から遺跡を保護

する寝殿が必要藍なる。また晶ふ墳茹室の壁画等の公開にあたっては海　温度歯湿度など離環境制御が可

能な保存施設が必要となる。芸のように淘　遺跡そのものを保存するためには態　度然伊常蜘芸対する丸

為的淘　科学的な制御が要求されて締る。

際数函年前に築造された現時ぼ翫暫境は締った齢だのような様　をして締たのかの　高度な夢没釦芸濃ず

き淘　尭規模な睦未技術によ顎等造られた死者のための記念物も淘　樹木の生齢茂㌢た今が姿からほぞ離

瑠遽一欝を浮か鴎る這藍は難』腕』か』　築造きれ澄当時憾㍗　漉葦魔掛れ魔境載磯表面約太宰を畜

粛習覆離れた嵐‾仁的建造物であ噺つた。復元澄新た碑炉市垂水区の鉦色塚離童摘i登載朱ダ転馴蟻初め：

前澱饅「遥墳　な藍に経略の姿を施る芸藍ができる。

凰掛衛紺踪賂鮮　紅教義血番場⑳宮が尾番墳勝野酬院腐墳》　管は馬　漉戯儲詔顎約要請を踏まえ嶺　史跡

保存整備事業藍』竃腐墳整備離縁離れ竃きた尊　母憫淘　整備儲剥磯遭な蔦だ暦瀾院満載憾議腱紀未噂築

造選れた前澱後醗墳習ある苺　標商魂敵雨靴虹飢霊酎獅鶴　う獅離酢飢獅凱翫捌緋捌細腰遼瀾摩滅霧滅凄

推測選れ竃締る。精緻な発掘調査から縛られ麿攣磯慨魔威瀾潮境滝　壊滅瀾二戯濫発威選れ璃　機胴部碗

蕾藷議に滝壷形埴輪が隠ぼ等間隔常並機転酌竃齢だ芸藍がぬかる。また滝　機潤部機地感慨衛約手法葦

ある踪豆糎桟‾塚で築造され淘　蜂磯に竪ず議若憂離＿医條都　濃が緻鰻離管締る芝藍も翫かった。そ蔓

晋海　芸事』た霧墳郎立地条件や特徴を鼠太隈に活か』確　隣接常るキャ訪夢魔瀾魔儲儲共用を図時なが

ら整備する澱針がたら酌た。

発掘調査の匁魔から淘　横着塚鏑内部構造が粥ちかとな　海　璽時の藍本技術の水準の高さが甑かる′＞

当時と閲覧手法を採用』海　域位置に積石塚を再現』た。判明』た霹墳築造の搾業五段は説明転に塞解

し竃嘉』た。義形埴輪は膨プ嘗　カを製維亀淘　墟踵のテ藷義損芸据える。芸事』等整備澄酌た㌃畳境の規

模と構造隠海　側に設置された展望デッキ　高さ。m＋視線汐高さ　から傭轍ずればmm桟瞭然に埋解

習きる羞事に設計選れ竃締る。遷らに淘　デ万率上で苗壇から広角な視野に紺を転ずれば海　経略の先々

が住んで締た平野部はもとよ噂淘　瀬戸内海や対岸の岡山鯵広島まで　皇望でき海　首姦墓立地の臨場感を

充分に堪能ずる芸とができる。遺跡そ郎もの拶存在　だ緒で多　の太を呼び寄せ淘　また海　そ芸が転の

再来粛新　だ一夕ー　を期祷ずるのは難』齢。』か』　膨夕嘗ヱ…ションの場⑳公園等隠かの誘馴要

因と組み合わせる芸とによ凱　来訪者が増加する磯能性が高　なると締われる。芸の野酬院踪墳磯辺

では淘　春はお花鼠　変はキヤンザができ海　域産でも多　の鬼が訪れて折る。今後は更に淘　讃岐平野を

兇渡せる展望台のある腐墟公園と』等淘　地域社会に慣れ親』む藍藍もに幅広　活用さ酌る藍考えられ

′二二）

野酬院番壇の整備では淘　現位置に海』かも築造当時の姿を正』　再現して　過般に公開』　晋墳時舵

を追体験ずる場と』等新』齢機能を相加した藍芸塾に太きな意義がある。さらに淘　臨場』た先達が歴

史を理解ずるのを助繹鴇　また慣れ親』恕場と』等活用されるである濁し海　研究や教育にも積極的な役

割を果たす芸藍になるう。芸のように鬼と史跡との鋸的な顎なが　が形成されたとき　磯跡保存整

備事業と』等の苗墳整備」は掬　は監め竃鴇　機の要請に応えた芸藍になるのである。

i望；、葺
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